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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　傾斜面が形成される盛土構造であって、

　所定の厚さで盛土内部に形成されたキャピラリーバリア層と、

　前記キャピラリーバリア層の上に設けられる不飽和状態での透水性が前記キャピラリー

バリア層より高い保水域と、

　前記キャピラリーバリア層と前記保水域との境界付近に延伸されて、前記保水域に浸透

した水を取り込むとともに前記傾斜面に吐出口が設けられる排水経路部とを備え、

　前記キャピラリーバリア層、前記排水経路部及び前記保水域を１組とする排水組部は、

前記傾斜面の高さ方向に間隔を置いて複数が設けられることを特徴とする盛土構造。

【請求項２】

　前記排水組部は前記傾斜面の幅方向に連続して設けられるものであって、前記排水経路

部は前記幅方向に間隔を置いて設けられることを特徴とする請求項１に記載の盛土構造。

【請求項３】

　前記排水組部は前記傾斜面の幅方向に間隔を置いて設けられることを特徴とする請求項

１に記載の盛土構造。

【請求項４】

　前記キャピラリーバリア層は、粗粒土によって形成された粗粒土部と、前記粗粒土より

粒径が細かい土粒子によって形成された細粒土部とが交互に配置されることによって、前

記傾斜面から盛土内部に向けて略水平に延伸された構造であることを特徴とする請求項１
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乃 至 ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 盛 土 構 造 。

【 請 求 項 ５ 】

　 前 記 キ ャ ピ ラ リ ー バ リ ア 層 の 厚 さ は 、 20cm - 50cmで あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃

至 ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 盛 土 構 造 。

【 請 求 項 ６ 】

　 前 記 キ ャ ピ ラ リ ー バ リ ア 層 が 、 粒 径 20m m - 150m mの 粗 粒 土 に よ っ て 形 成 さ れ て い る こ と

を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 盛 土 構 造 。

【 請 求 項 ７ 】

　 前 記 キ ャ ピ ラ リ ー バ リ ア 層 は 、 前 記 傾 斜 面 か ら 盛 土 内 部 に 向 け て 略 水 平 に 2m - 3mの 長

さ で 延 伸 さ れ た 構 造 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 盛 土

構 造 。

【 請 求 項 ８ 】

　 傾 斜 面 が 形 成 さ れ る 盛 土 構 造 の 構 築 方 法 で あ っ て 、

　 盛 土 材 を 積 層 す る 工 程 と 、

　 所 定 の 厚 さ で 盛 土 内 部 に 粗 粒 土 又 は 排 水 材 を 敷 設 す る こ と に よ っ て キ ャ ピ ラ リ ー バ リ ア

層 を 設 け る 工 程 と 、

　 前 記 傾 斜 面 に 吐 出 口 が 設 け ら れ る よ う に 前 記 キ ャ ピ ラ リ ー バ リ ア 層 の 上 に 排 水 経 路 部 を

延 伸 さ せ る 工 程 と 、

　 前 記 キ ャ ピ ラ リ ー バ リ ア 層 の 上 に 、 不 飽 和 状 態 で の 透 水 性 が 前 記 キ ャ ピ ラ リ ー バ リ ア 層

よ り 高 い 保 水 域 を 設 け る 工 程 と 、

　 前 記 キ ャ ピ ラ リ ー バ リ ア 層 、 前 記 排 水 経 路 部 及 び 前 記 保 水 域 を １ 組 と す る 排 水 組 部 を 前

記 盛 土 材 に よ る 層 と の 間 に 繰 り 返 し 設 け て い く 工 程 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 盛 土 構 造

の 構 築 方 法 。

【 請 求 項 ９ 】

　 既 設 の 傾 斜 面 が 形 成 さ れ た 盛 土 構 造 の 改 修 方 法 で あ っ て 、

　 前 記 傾 斜 面 を 盛 土 内 部 に 向 け て 部 分 的 に 掘 削 す る 工 程 と 、

　 掘 削 さ れ た 底 面 に 所 定 の 厚 さ で 粗 粒 土 又 は 排 水 材 を 敷 設 す る こ と に よ っ て キ ャ ピ ラ リ ー

バ リ ア 層 を 設 け る 工 程 と 、

　 前 記 傾 斜 面 に 吐 出 口 が 設 け ら れ る よ う に 前 記 キ ャ ピ ラ リ ー バ リ ア 層 の 上 に 排 水 経 路 部 を

延 伸 さ せ る 工 程 と 、

　 前 記 キ ャ ピ ラ リ ー バ リ ア 層 及 び 前 記 排 水 経 路 部 の 上 に 、 不 飽 和 状 態 で の 透 水 性 が 前 記 キ

ャ ピ ラ リ ー バ リ ア 層 よ り 高 い 保 水 域 を 設 け る 工 程 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 盛 土 構 造 の

改 修 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 傾 斜 面 が 形 成 さ れ る 盛 土 構 造 、 盛 土 構 造 の 構 築 方 法 及 び 盛 土 構 造 の 改 修 方 法

に 関 す る も の で あ る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 傾 斜 面 （ 法 面 ） が 形 成 さ れ る 盛 土 は 、 道 路 用 や 鉄 道 用 、 あ る い は 河 川 堤 防 な ど の あ ら ゆ

る 場 面 で 構 築 さ れ る が 、 降 雨 に よ る 浸 透 水 に よ っ て 盛 土 内 部 が 飽 和 す る と 、 不 安 定 と な り

崩 壊 の 危 険 が 増 す た め 、 様 々 な 対 策 工 が 施 さ れ る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 一 方 、 土 の 性 質 と し て 、 不 飽 和 な 状 態 で の 上 層 部 の 細 粒 土 と 下 層 部 の 粗 粒 土 と の 透 水 性

の 差 異 に よ り 、 上 層 部 の 細 粒 土 に 保 水 域 が 生 じ る 「 キ ャ ピ ラ リ ー バ リ ア 」 が 知 ら れ て お り

、 古 く は 古 墳 や 廃 棄 物 処 分 場 に 利 用 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 特 許 文 献 １ に は 、 既 設 盛 土 の 排 水 対 策 と し て 、 排 水 パ イ プ を 傾 斜 面 か ら 盛 土 内 部 に 向 け

て 打 ち 込 む 技 術 が 開 示 さ れ て い る 。 こ の 排 水 パ イ プ に は 、 管 周 壁 に 多 数 の ス リ ッ ト や 取 水
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用 開 口 が 設 け ら れ て お り 、 そ の 周 囲 の 盛 土 内 の 水 が 取 り 込 ま れ る と 、 傾 斜 面 に 露 出 さ れ た

吐 出 口 か ら 排 水 が 行 わ れ る 構 成 と な っ て い る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ ６ － ３ ０ ９ ９ ２ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 し か し な が ら 、 豪 雨 な ど に よ っ て 短 時 間 に 多 量 の 水 が 盛 土 内 に 浸 透 す る よ う な 場 合 に お

い て は 、 効 率 的 に 盛 土 内 か ら 排 水 を 行 わ せ る 必 要 が あ り 、 単 に 排 水 パ イ プ を 盛 土 内 部 に 打

ち 込 む だ け で は 、 そ の 周 囲 の 限 ら れ た 範 囲 の 水 し か 排 水 で き ず 、 斜 面 崩 壊 を 防 ぐ こ と が で

き な い お そ れ が あ る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 効 率 的 に 盛 土 内 部 の 水 を 排 水 さ せ る こ と が 可 能 な 盛 土 構 造 、 盛 土 構

造 の 構 築 方 法 及 び 盛 土 構 造 の 改 修 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 前 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の 盛 土 構 造 は 、 傾 斜 面 が 形 成 さ れ る 盛 土 構 造 で あ っ

て 、 所 定 の 厚 さ で 盛 土 内 部 に 形 成 さ れ た キ ャ ピ ラ リ ー バ リ ア 層 と 、 前 記 キ ャ ピ ラ リ ー バ リ

ア 層 の 上 に 設 け ら れ る 不 飽 和 状 態 で の 透 水 性 が 前 記 キ ャ ピ ラ リ ー バ リ ア 層 よ り 高 い 保 水 域

と 、 前 記 キ ャ ピ ラ リ ー バ リ ア 層 と 前 記 保 水 域 と の 境 界 付 近 に 延 伸 さ れ て 、 前 記 保 水 域 に 浸

透 し た 水 を 取 り 込 む と と も に 前 記 傾 斜 面 に 吐 出 口 が 設 け ら れ る 排 水 経 路 部 と を 備 え 、 前 記

キ ャ ピ ラ リ ー バ リ ア 層 、 前 記 排 水 経 路 部 及 び 前 記 保 水 域 を １ 組 と す る 排 水 組 部 は 、 前 記 傾

斜 面 の 高 さ 方 向 に 間 隔 を 置 い て 複 数 が 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 こ こ で 、 前 記 排 水 組 部 は 前 記 傾 斜 面 の 幅 方 向 に 連 続 し て 設 け ら れ る も の で あ っ て 、 前 記

排 水 経 路 部 は 前 記 幅 方 向 に 間 隔 を 置 い て 設 け ら れ る 構 成 と す る こ と が で き る 。 ま た 、 前 記

排 水 組 部 は 前 記 傾 斜 面 の 幅 方 向 に 間 隔 を 置 い て 設 け ら れ る 構 成 と す る こ と も で き る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 ま た 、 前 記 キ ャ ピ ラ リ ー バ リ ア 層 は 、 粗 粒 土 に よ っ て 形 成 さ れ た 粗 粒 土 部 と 、 前 記 粗 粒

土 よ り 粒 径 が 細 か い 土 粒 子 に よ っ て 形 成 さ れ た 細 粒 土 部 と が 交 互 に 配 置 さ れ る こ と に よ っ

て 、 前 記 傾 斜 面 か ら 盛 土 内 部 に 向 け て 略 水 平 に 延 伸 さ れ た 構 造 と す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 さ ら に 、 前 記 キ ャ ピ ラ リ ー バ リ ア 層 は 、 20cm - 50cmと す る こ と が で き る 。 ま た 、 前 記

キ ャ ピ ラ リ ー バ リ ア 層 が 、 粒 径 20m m - 150m mの 粗 粒 土 に よ っ て 形 成 さ れ て い る 構 成 と す る

こ と が で き る 。 そ し て 、 前 記 キ ャ ピ ラ リ ー バ リ ア 層 は 、 前 記 傾 斜 面 か ら 盛 土 内 部 に 向 け て

略 水 平 に 2m - 3mの 長 さ で 延 伸 さ れ た 構 造 と す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 ま た 、 盛 土 構 造 の 構 築 方 法 の 発 明 は 、 傾 斜 面 が 形 成 さ れ る 盛 土 構 造 の 構 築 方 法 で あ っ て

、 盛 土 材 を 積 層 す る 工 程 と 、 所 定 の 厚 さ で 盛 土 内 部 に 粗 粒 土 又 は 排 水 材 を 敷 設 す る こ と に

よ っ て キ ャ ピ ラ リ ー バ リ ア 層 を 設 け る 工 程 と 、 前 記 傾 斜 面 に 吐 出 口 が 設 け ら れ る よ う に 前

記 キ ャ ピ ラ リ ー バ リ ア 層 の 上 に 排 水 経 路 部 を 延 伸 さ せ る 工 程 と 、 前 記 キ ャ ピ ラ リ ー バ リ ア

層 の 上 に 、 不 飽 和 状 態 で の 透 水 性 が 前 記 キ ャ ピ ラ リ ー バ リ ア 層 よ り 高 い 保 水 域 を 設 け る 工

程 と 、 前 記 キ ャ ピ ラ リ ー バ リ ア 層 、 前 記 排 水 経 路 部 及 び 前 記 保 水 域 を １ 組 と す る 排 水 組 部

を 前 記 盛 土 材 に よ る 層 と の 間 に 繰 り 返 し 設 け て い く 工 程 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 さ ら に 、 盛 土 構 造 の 改 修 方 法 の 発 明 は 、 既 設 の 傾 斜 面 が 形 成 さ れ た 盛 土 構 造 の 改 修 方 法

で あ っ て 、 前 記 傾 斜 面 を 盛 土 内 部 に 向 け て 部 分 的 に 掘 削 す る 工 程 と 、 掘 削 さ れ た 底 面 に 所

定 の 厚 さ で 粗 粒 土 又 は 排 水 材 を 敷 設 す る こ と に よ っ て キ ャ ピ ラ リ ー バ リ ア 層 を 設 け る 工 程
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と 、 前 記 傾 斜 面 に 吐 出 口 が 設 け ら れ る よ う に 前 記 キ ャ ピ ラ リ ー バ リ ア 層 の 上 に 排 水 経 路 部

を 延 伸 さ せ る 工 程 と 、 前 記 キ ャ ピ ラ リ ー バ リ ア 層 及 び 前 記 排 水 経 路 部 の 上 に 、 不 飽 和 状 態

で の 透 水 性 が 前 記 キ ャ ピ ラ リ ー バ リ ア 層 よ り 高 い 保 水 域 を 設 け る 工 程 と を 備 え た こ と を 特

徴 と す る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ４ 】

　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 本 発 明 の 盛 土 構 造 は 、 盛 土 内 部 に 向 け て 延 伸 さ れ る キ ャ ピ ラ リ ー

バ リ ア 層 と 、 そ の 上 に 設 け ら れ る 不 飽 和 状 態 で の 透 水 性 が キ ャ ピ ラ リ ー バ リ ア 層 よ り 高 い

保 水 域 と 、 キ ャ ピ ラ リ ー バ リ ア 層 と 保 水 域 と の 境 界 付 近 に 延 伸 さ れ て 傾 斜 面 に 吐 出 口 が 設

け ら れ る 排 水 経 路 部 と を 備 え て い る 。 そ し て 、 こ の キ ャ ピ ラ リ ー バ リ ア 層 、 排 水 経 路 部 及

び 保 水 域 を １ 組 と す る 排 水 組 部 は 、 傾 斜 面 の 高 さ 方 向 に 間 隔 を 置 い て 複 数 が 設 け ら れ る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 こ の よ う な 盛 土 構 造 に 水 が 浸 透 す る と 、 そ れ ぞ れ の 排 水 組 部 の キ ャ ピ ラ リ ー バ リ ア 層 と

保 水 域 と の 境 界 付 近 に キ ャ ピ ラ リ ー バ リ ア が 発 現 し て 飽 和 度 が 局 所 的 に 高 め ら れ 、 そ の 付

近 に 配 置 さ れ た 排 水 経 路 部 か ら 迅 速 に 水 を 排 出 で き る よ う に な る 。 こ の た め 、 効 率 的 に 盛

土 内 部 の 水 を 排 水 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 こ の よ う な 盛 土 構 造 は 、 新 設 で あ れ ば 、 盛 土 材 を 積 層 す る 工 程 の 途 中 で 、 逐 次 、 排 水 組

部 と な る 構 成 を 設 け る こ と で 完 成 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 既 設 の 盛 土 を 改 修 す る 場 合

は 、 傾 斜 面 を 盛 土 内 部 に 向 け て 部 分 的 に 掘 削 す る こ と で 、 排 水 組 部 と な る 構 成 を 設 け る こ

と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ７ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の 盛 土 構 造 の 構 成 を 示 し た 説 明 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 盛 土 の 全 体 構 成 を 説 明 す る 断 面 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 排 水 組 部 が 傾 斜 面 の 幅 方 向 に 連 続 し て 設 け ら れ た 盛 土 構 造 の 構 成 を 説 明 す る 正 面

図 で あ る 。

【 図 ４ 】 排 水 組 部 が 傾 斜 面 の 幅 方 向 に 間 隔 を 置 い て 設 け ら れ た 盛 土 構 造 の 構 成 を 説 明 す る

正 面 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 盛 土 を 新 設 す る 場 合 の 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の 盛 土 構 造 の 構 築 方 法 の 工 程 を 説 明 す

る 工 程 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 既 設 の 盛 土 を 改 修 す る 場 合 の 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の 盛 土 構 造 の 改 修 方 法 の 工 程 を

説 明 す る 工 程 図 で あ る 。

【 図 ７ 】 キ ャ ピ ラ リ ー バ リ ア 層 が 、 粗 粒 土 部 と 盛 土 材 部 と が 交 互 に 配 置 さ れ る こ と で 構 成

さ れ る 例 を 説 明 す る 断 面 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ８ 】

　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 １ は 、 本 実 施 の 形 態 の

盛 土 構 造 の 構 成 を 説 明 す る 図 、 図 ２ は 、 そ の 盛 土 構 造 が 設 け ら れ る 盛 土 １ の 全 体 構 成 を 説

明 す る 断 面 図 で あ る 。 ま ず 、 図 ２ を 参 照 し な が ら 、 盛 土 １ の 構 成 に つ い て 説 明 す る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 こ の よ う な 盛 土 １ は 、 道 路 、 鉄 道 又 は 河 川 堤 防 な ど の た め に 構 築 さ れ る 。 ま た 盛 土 １ は

、 例 え ば 両 側 面 に 傾 斜 面 １ １ を 備 え た 断 面 視 略 台 形 状 に 形 成 さ れ る 。 図 ２ の 盛 土 １ は 、 1

： 1.5勾 配 の 傾 斜 面 １ １ が 形 成 さ れ た 盛 土 構 造 を 備 え て い る 。 図 ２ で は 、 天 端 １ ２ か ら 法

尻 部 １ ４ の 間 の 中 間 に 、 中 段 部 １ ３ と な る 小 段 が 設 け ら れ た 盛 土 １ の 断 面 片 側 を 図 示 し て

い る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 こ の よ う な 盛 土 １ に お い て は 、 通 常 、 中 段 部 １ ３ な ど の 法 尻 と 最 下 段 の 法 尻 部 １ ４ に 、

そ れ ぞ れ 排 水 層 １ ５ Ａ ， １ ５ Ｂ が 設 け ら れ る 。 排 水 層 １ ５ Ａ ， １ ５ Ｂ は 、 砕 石 や フ ィ ル タ

ー 材 な ど に よ っ て 形 成 さ れ て 、 盛 土 内 部 に 向 け て 延 伸 さ れ る 。
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【 ０ ０ ２ １ 】

　 こ の よ う な 排 水 層 １ ５ Ａ ， １ ５ Ｂ は 、 通 常 は 、 傾 斜 面 １ １ を 含 む 大 き な 円 弧 す べ り を 防

ぐ た め に 設 け ら れ る 。 降 雨 が あ る と 盛 土 １ の 内 部 で は 、 降 雨 に よ る 浸 透 水 に よ っ て 盛 土 内

部 が 下 部 か ら 飽 和 化 し 、 飽 和 し た 箇 所 か ら 排 水 層 １ ５ Ｂ に よ り 排 水 が さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 こ の た め 盛 土 １ の 中 段 部 １ ３ の 排 水 層 １ ５ Ａ は 、 浸 透 水 位 が 上 昇 し 、 排 水 層 １ ５ Ａ 付 近

の 盛 土 内 部 が 飽 和 し た 状 態 に な ら な い と 機 能 し な い こ と に な る 。 こ の た め 、 こ れ ら の 排 水

層 １ ５ Ａ ， １ ５ Ｂ を 設 け る だ け で は 、 集 中 豪 雨 な ど の 際 に 傾 斜 面 １ １ 付 近 の 表 層 崩 壊 や 斜

面 崩 壊 を 防 ぐ こ と が で き な い お そ れ が あ る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 そ こ で 、 本 実 施 の 形 態 の 盛 土 構 造 で は 、 傾 斜 面 １ １ の 高 さ 方 向 に 間 隔 を 置 い て 複 数 の 排

水 組 部 ２ ， ・ ・ ・ が 設 け ら れ る 。 こ の 排 水 組 部 ２ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 傾 斜 面 １ １ か ら

盛 土 内 部 に 向 け て 略 水 平 に 延 伸 さ れ る キ ャ ピ ラ リ ー バ リ ア 層 ３ と 、 そ の 上 面 に 接 し て 設 け

ら れ る 保 水 域 ５ と 、 キ ャ ピ ラ リ ー バ リ ア 層 ３ と 保 水 域 ５ と の 境 界 付 近 に 延 伸 さ れ る 排 水 経

路 部 と し て の 有 孔 排 水 管 ４ と に よ っ て 、 主 に 構 成 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 キ ャ ピ ラ リ ー バ リ ア 層 ３ は 、 所 定 の 厚 さ Ｄ 及 び 所 定 の 長 さ Ｌ で 延 伸 さ れ る 粗 粒 土 に よ っ

て 形 成 さ れ た 粗 粒 土 層 で あ る 。 こ こ で 、 粗 粒 土 に は 、 粒 径 20m m - 150m m程 度 の 礫 材 が 使 用

で き る 。 こ の 粗 粒 土 に は 、 単 粒 砕 石 で あ っ て も 、 粒 調 砕 石 で あ っ て も 使 用 す る こ と が で き

る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 こ の キ ャ ピ ラ リ ー バ リ ア 層 ３ の 厚 さ Ｄ は 、 20cm - 50cm、 好 ま し く は 30cmに 設 定 す る こ

と が で き る 。 ま た 、 キ ャ ピ ラ リ ー バ リ ア 層 ３ の 傾 斜 面 １ １ か ら 盛 土 内 部 に 向 け て 延 伸 さ れ

る 長 さ Ｌ は 、 2m - 3mに 設 定 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 保 水 域 ５ は 、 粗 粒 土 よ り 粒 径 が 細 か い 土 粒 子 で あ る 細 粒 土 な ど に よ っ て 形 成 さ れ る 。 通

常 、 盛 土 １ を 構 成 す る 盛 土 材 は 、 粗 粒 土 よ り 粒 径 が 細 か い 土 粒 子 で あ る た め 、 盛 土 材 に よ

っ て 保 水 域 ５ を 形 成 す る こ と も で き る 。 要 す る に 、 保 水 域 ５ と そ の 周 囲 の 材 質 は 同 じ に な

る こ と が あ る た め 、 保 水 域 ５ と 想 定 で き る 範 囲 を 一 点 鎖 線 で 概 念 的 に 図 示 し て い る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 一 方 、 有 孔 排 水 管 ４ は 、 集 水 部 と な る よ う に 管 周 壁 に 多 数 の 孔 が 穿 孔 さ れ た 管 材 で あ る

。 孔 の 形 状 は 、 平 面 視 長 方 形 の ス リ ッ ト 、 円 形 や 楕 円 形 等 の 孔 な ど い ず れ の 形 態 で あ っ て

も よ い 。 ま た 、 管 周 壁 の 上 半 分 に 部 分 的 な 開 口 を 設 け て 、 網 材 や シ ー ト 状 フ ィ ル タ ー 材 に

よ っ て 開 口 を 覆 う 構 造 な ど で あ っ て も よ い 。 こ の よ う な 有 孔 排 水 管 ４ に は 、 管 径 が 例 え ば

60m m - 100m m程 度 、 好 ま し く は 75m m程 度 の 鋼 管 や 塩 化 ビ ニ ル 管 な ど が 使 用 で き る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 こ う し た 集 水 機 能 を 有 す る 有 孔 排 水 管 ４ は 、 保 水 域 ５ に 浸 透 し た 水 を 取 り 込 む こ と が で

き る う え に 、 管 内 に 取 り 込 ん だ 水 を 傾 斜 面 １ １ に 露 出 す る 吐 出 口 ４ １ か ら 盛 土 外 部 に 排 出

さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 そ し て 、 キ ャ ピ ラ リ ー バ リ ア 層 ３ と 保 水 域 ５ と の 境 界 付 近 に は 、 キ ャ ピ ラ リ ー バ リ ア の

発 現 に よ り 、 他 の 領 域 よ り も 多 く の 水 を 滞 留 さ せ る 滞 水 域 Ｃ が で き る 。 こ こ で 、 「 キ ャ ピ

ラ リ ー バ リ ア 」 と は 、 上 層 部 の 細 粒 土 と 下 層 部 の 粗 粒 土 と の 間 で 生 じ る 不 飽 和 な 状 態 で の

保 水 性 で あ り 、 水 分 が よ り 細 か い 土 粒 子 に 保 た れ る 性 質 の こ と を 言 う 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 「 キ ャ ピ ラ リ ー バ リ ア 」 は 、 不 飽 和 状 態 で の 透 水 性 の 違 い に よ り 発 生 す る 。 こ の た め 、

上 述 し た よ う に 上 層 が 細 粒 土 か ら な る 保 水 域 ５ で 、 下 層 が 粗 粒 土 か ら な る キ ャ ピ ラ リ ー バ

リ ア 層 ３ と い う よ う に 、 上 層 と 下 層 の 構 成 材 料 の 粒 径 を 異 な ら せ る こ と で 、 キ ャ ピ ラ リ ー

バ リ ア を 発 現 さ せ る こ と が で き る 。 こ こ で 、 空 気 が な く 飽 和 状 態 の 地 盤 の 場 合 で は 、 細 粒

土 の 方 が 粗 粒 土 よ り も 透 水 性 が 低 く な る 。 こ れ に 対 し て 、 土 粒 子 間 の 間 隙 に 空 気 が 存 在 す
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る 不 飽 和 状 態 の 場 合 で は 、 不 飽 和 浸 透 特 性 の 違 い に よ り 、 細 粒 土 の 方 が 粗 粒 土 よ り も 透 水

性 が 高 く な る 。 こ の よ う な 特 性 に よ っ て 生 じ る 現 象 が 、 「 キ ャ ピ ラ リ ー バ リ ア 」 で あ る と

言 え る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 一 方 、 上 層 を 細 粒 土 に よ っ て 構 成 し 、 下 層 を 排 水 ド レ ー ン な ど に よ っ て 構 成 し た 場 合 も

、 不 飽 和 状 態 で の 透 水 性 が 上 層 の 方 が 高 く な り 、 キ ャ ピ ラ リ ー バ リ ア を 発 現 さ せ る こ と が

で き る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 そ し て 、 滞 水 域 Ｃ が 発 現 す る 保 水 域 ５ に 有 孔 排 水 管 ４ の 集 水 部 を 配 置 す る こ と で 、 傾 斜

面 １ １ に 降 っ た 降 水 Ｒ が 盛 土 内 部 に 浸 透 し て も 効 率 的 に 保 水 域 ５ に 集 め て 、 有 孔 排 水 管 ４

の 吐 出 口 ４ １ か ら 迅 速 に 排 出 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 図 ３ は 、 排 水 組 部 ２ が 傾 斜 面 １ １ の 幅 方 向 に 連 続 し て 設 け ら れ た 盛 土 構 造 の 構 成 を 示 し

て い る 。 す な わ ち 、 排 水 組 部 ２ の キ ャ ピ ラ リ ー バ リ ア 層 ３ は 、 盛 土 １ の 傾 斜 面 １ １ 付 近 の

１ 層 と し て 設 け ら れ る 。 そ し て 、 キ ャ ピ ラ リ ー バ リ ア 層 ３ の 上 面 に 接 す る 領 域 が 保 水 域 ５

と な る た め 、 保 水 域 ５ も 傾 斜 面 １ １ の 幅 方 向 に 連 続 し て 形 成 さ れ る こ と に な る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 一 方 、 有 孔 排 水 管 ４ は 、 傾 斜 面 １ １ の 幅 方 向 に 間 隔 Ｂ １ を 置 い て 離 散 的 に 設 け ら れ る 。

有 孔 排 水 管 ４ を 中 心 と す る 周 囲 が 集 水 域 と な る た め 、 幅 方 向 に 隣 り 合 う 有 孔 排 水 管 ４ ， ４

間 で 集 水 域 が 重 複 又 は 接 す る よ う な 配 置 と す る こ と で 、 浸 透 し た 水 を 保 水 域 ５ の 全 域 か ら

集 め て 排 水 さ せ る こ と が で き る よ う に な る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 図 ４ は 、 排 水 組 部 ２ Ａ が 傾 斜 面 １ １ の 幅 方 向 に 間 隔 を 置 い て 設 け ら れ た 盛 土 構 造 の 構 成

を 示 し て い る 。 す な わ ち 、 排 水 組 部 ２ Ａ の キ ャ ピ ラ リ ー バ リ ア 層 ３ Ａ は 、 盛 土 １ の 傾 斜 面

１ １ 付 近 に 離 散 的 に 設 け ら れ る 。 そ し て 、 キ ャ ピ ラ リ ー バ リ ア 層 ３ Ａ の 上 面 に 接 す る 領 域

が 保 水 域 ５ Ａ と な る た め 、 保 水 域 ５ Ａ も 傾 斜 面 １ １ の 幅 方 向 に 離 散 的 に 形 成 さ れ る こ と に

な る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 要 す る に キ ャ ピ ラ リ ー バ リ ア 層 ３ Ａ 及 び 保 水 域 ５ Ａ は 、 有 孔 排 水 管 ４ の 配 置 間 隔 に 合 わ

せ て 設 け ら れ る 。 す な わ ち 、 有 孔 排 水 管 ４ を 中 心 と す る 周 囲 が 、 滞 水 域 Ｃ に な る よ う な 構

成 で あ れ ば よ い 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 こ こ で は 、 キ ャ ピ ラ リ ー バ リ ア 層 ３ Ａ の 傾 斜 面 １ １ の 幅 方 向 の 広 さ を Ｂ ２ と し 、 キ ャ ピ

ラ リ ー バ リ ア 層 ３ Ａ ， ３ Ａ 間 の 間 隔 を Ｂ ３ と す る 。 ま た 、 上 下 の キ ャ ピ ラ リ ー バ リ ア 層 ３

Ａ ， ・ ・ ・ の 配 列 は 、 千 鳥 配 置 に す る な ど 傾 斜 面 １ １ の 幅 方 向 に ず れ て い る 方 が 好 ま し い

。 こ の キ ャ ピ ラ リ ー バ リ ア 層 ３ Ａ の 幅 方 向 の 広 さ Ｂ ２ 及 び キ ャ ピ ラ リ ー バ リ ア 層 ３ Ａ ， ３

Ａ 間 の 間 隔 Ｂ ３ は 、 設 計 に よ り 任 意 に 設 定 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 次 に 、 本 実 施 の 形 態 の 盛 土 構 造 の 構 築 方 法 及 び 改 修 方 法 に つ い て 、 図 ５ ， ６ を 参 照 し な

が ら 説 明 す る 。 ま ず 、 図 ５ を 参 照 し な が ら 、 盛 土 １ を 新 設 す る 場 合 に つ い て 説 明 す る 。 盛

土 １ を 新 設 す る 場 合 は 、 基 盤 か ら １ 層 ご と に 盛 土 材 を 敷 き 均 し て 転 圧 を す る 作 業 を 繰 り 返

す こ と で 、 盛 土 材 層 １ ６ Ａ ， １ ６ Ｂ な ど を 形 成 す る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 こ の 盛 土 材 層 １ ６ Ａ ， １ ６ Ｂ の １ 層 の 厚 さ Ｄ は 、 通 常 、 30cm程 度 と な る 。 続 い て 図 ５ （

ａ ） に 示 す よ う に 、 所 定 の 高 さ ま で 盛 土 材 を 積 層 さ せ た 後 に 、 盛 土 材 層 １ ６ Ｂ の 上 に キ ャ

ピ ラ リ ー バ リ ア 層 ３ を 設 け る 。 こ の キ ャ ピ ラ リ ー バ リ ア 層 ３ の 厚 さ Ｄ も 、 他 の 盛 土 材 層 １

６ Ａ ， １ ６ Ｂ の 厚 さ Ｄ と 同 じ に す る 。 そ し て 、 キ ャ ピ ラ リ ー バ リ ア 層 ３ の 背 面 側 に は 、 盛

土 材 に よ っ て 盛 土 材 層 １ ６ Ｃ を 設 け る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 続 い て 、 図 ５ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 キ ャ ピ ラ リ ー バ リ ア 層 ３ の 上 に 有 孔 排 水 管 ４ を 設 置
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す る 。 こ の 有 孔 排 水 管 ４ は 、 所 定 の 排 水 勾 配 を 付 け 、 吐 出 口 ４ １ が 傾 斜 面 １ １ に 露 出 す る

よ う に 配 置 さ れ る 。 ま た 、 複 数 の 有 孔 排 水 管 ４ ， ・ ・ ・ が 、 図 ５ の 紙 面 直 交 方 向 に 間 隔 を

置 い て 配 置 さ れ る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 そ し て 、 図 ５ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 有 孔 排 水 管 ４ を 埋 設 さ せ る よ う に 盛 土 材 を 敷 き 均 し

、 転 圧 す る こ と で 盛 土 材 層 １ ６ Ｄ を 設 け る 。 こ の 盛 土 材 層 １ ６ Ｄ の 傾 斜 面 １ １ 周 辺 が 、 保

水 域 ５ と な る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 こ の 盛 土 材 層 １ ６ Ｄ の 上 に は 、 再 び 一 般 の 盛 土 材 を 繰 り 返 し 積 層 さ せ 、 次 の 排 水 組 部 ２

を 設 け る 高 さ に 達 し た 際 に 、 上 記 と 同 様 に キ ャ ピ ラ リ ー バ リ ア 層 ３ の 敷 設 と 有 孔 排 水 管 ４

の 設 置 を 行 う 。 こ れ ら の 作 業 の 繰 り 返 し は 、 盛 土 １ の 天 端 １ ２ に 達 す る ま で 行 わ れ る 。 こ

の よ う に し て 、 図 ３ に 示 し た よ う な 、 排 水 組 部 ２ が 傾 斜 面 １ １ の 幅 方 向 に 連 続 す る 盛 土 構

造 が 構 築 さ れ る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 次 に 、 図 ６ を 参 照 し な が ら 、 既 設 の 盛 土 １ に 対 し て 、 図 ４ に 示 し た よ う に 排 水 組 部 ２ Ａ

を 傾 斜 面 １ １ の 幅 方 向 に 間 隔 を 置 い て 設 け る た め の 盛 土 構 造 の 改 修 方 法 に つ い て 説 明 す る

。 な お 、 こ の 図 ４ に 示 す よ う な 盛 土 構 造 は 、 新 設 の 場 合 に も 構 築 で き る が 、 工 程 に つ い て

の 説 明 は 上 述 し た 構 築 方 法 を 部 分 的 に 実 施 す る だ け な の で 、 詳 細 な 説 明 は 省 略 す る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 ま ず 、 図 ６ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 盛 土 １ の 傾 斜 面 １ １ か ら 盛 土 内 部 に 向 け て 部 分 的 に 掘

削 を 行 う 。 す な わ ち 、 断 面 視 略 直 角 三 角 形 状 の 掘 削 部 １ ７ を 設 け 、 水 平 な 底 面 １ ７ １ を 露

出 さ せ る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 こ の 底 面 １ ７ １ の 上 に は 、 図 ６ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 キ ャ ピ ラ リ ー バ リ ア 層 ３ Ａ を 設 け

る 。 こ の キ ャ ピ ラ リ ー バ リ ア 層 ３ Ａ の 厚 さ Ｄ は 、 任 意 に 設 定 す る こ と が で き る 。 続 い て 、

キ ャ ピ ラ リ ー バ リ ア 層 ３ Ａ の 上 に 有 孔 排 水 管 ４ を 設 置 す る 。 こ の 有 孔 排 水 管 ４ は 、 所 定 の

排 水 勾 配 を 付 け 、 吐 出 口 ４ １ が 傾 斜 面 １ １ に 露 出 す る よ う に 配 置 さ れ る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 そ し て 、 図 ６ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 有 孔 排 水 管 ４ を 埋 設 さ せ る よ う に 盛 土 材 を 充 填 す る

こ と で 埋 戻 部 ６ を 設 け る 。 こ の 埋 戻 部 ６ の 下 部 が 、 保 水 域 ５ と な る 。 こ の よ う に し て 既 設

の 盛 土 １ に 対 し て も 、 部 分 的 な 掘 削 部 １ ７ を 設 け る こ と で 、 図 ４ に 示 し た よ う な 排 水 組 部

２ Ａ ， ・ ・ ・ が 傾 斜 面 １ １ の 幅 方 向 に 間 隔 を 置 い て 設 け ら れ る 盛 土 構 造 に 改 修 す る こ と が

で き る 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 な お 、 既 設 の 盛 土 １ に 排 水 組 部 ２ Ａ を 設 け る 場 合 は 、 最 初 に 掘 削 部 １ ７ を 設 け る の で は

な く 、 有 孔 排 水 管 ４ を 傾 斜 面 １ １ か ら 盛 土 内 部 に 向 け て 打 ち 込 み 、 そ の 下 方 を つ ぼ 掘 り な

ど し て 粗 粒 土 と 置 換 さ せ る こ と で 、 キ ャ ピ ラ リ ー バ リ ア 層 ３ Ａ を 設 け る 工 程 に す る こ と も

で き る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 次 に 、 本 実 施 の 形 態 の 盛 土 構 造 、 盛 土 構 造 の 構 築 方 法 及 び 盛 土 構 造 の 改 修 方 法 の 作 用 に

つ い て 説 明 す る 。

　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 本 実 施 の 形 態 の 盛 土 構 造 は 、 傾 斜 面 １ １ か ら 盛 土 内 部 に 向 け て 延

伸 さ れ る キ ャ ピ ラ リ ー バ リ ア 層 ３ （ ３ Ａ ） と 、 そ の 上 面 に 接 し て 設 け ら れ る 粒 径 が 細 か い

土 粒 子 （ 細 粒 土 ） に よ っ て 形 成 さ れ る 保 水 域 ５ （ ５ Ａ ） と 、 キ ャ ピ ラ リ ー バ リ ア 層 ３ （ ３

Ａ ） と 保 水 域 ５ （ ５ Ａ ） と の 境 界 付 近 に 延 伸 さ れ て 傾 斜 面 １ １ に 吐 出 口 ４ １ が 設 け ら れ る

有 孔 排 水 管 ４ と を 備 え て い る 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 そ し て 、 こ の キ ャ ピ ラ リ ー バ リ ア 層 ３ （ ３ Ａ ） 、 有 孔 排 水 管 ４ 及 び 保 水 域 ５ （ ５ Ａ ） を

１ 組 と す る 排 水 組 部 ２ （ ２ Ａ ） は 、 傾 斜 面 １ １ の 高 さ 方 向 に 間 隔 を 置 い て 複 数 が 設 け ら れ

る 。
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　 こ の よ う な 盛 土 構 造 の 傾 斜 面 １ １ に 降 水 Ｒ に よ っ て 水 が 浸 透 す る と 、 そ れ ぞ れ の 排 水 組

部 ２ （ ２ Ａ ） の キ ャ ピ ラ リ ー バ リ ア 層 ３ （ ３ Ａ ） と 保 水 域 ５ （ ５ Ａ ） と の 境 界 付 近 は 、 飽

和 度 が 局 所 的 に 高 め ら れ た 滞 水 域 Ｃ と な る 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 す な わ ち 、 キ ャ ピ ラ リ ー バ リ ア 層 ３ （ ３ Ａ ） の 上 方 の 保 水 域 ５ （ ５ Ａ ） に よ っ て 水 が 排

出 し や す い 状 態 に な る 。 そ こ で 、 保 水 域 ５ （ ５ Ａ ） に 有 孔 排 水 管 ４ を 配 置 す る こ と で 、 迅

速 に 水 を 盛 土 外 部 に 排 出 で き る よ う に な る 。 ま た 、 キ ャ ピ ラ リ ー バ リ ア 層 ３ （ ３ Ａ ） ま で

到 達 し た 浸 透 水 は 、 そ の ま ま キ ャ ピ ラ リ ー バ リ ア 層 ３ （ ３ Ａ ） の 傾 斜 面 １ １ 側 か ら 排 水 さ

れ る 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 こ の た め 、 豪 雨 な ど に よ っ て 短 時 間 に 傾 斜 面 １ １ に 多 量 の 水 が 浸 透 し て も 、 浸 透 水 が 盛

土 内 部 を 流 下 す る 際 に 排 水 組 部 ２ （ ２ Ａ ） か ら 効 率 的 に 排 水 さ れ て 、 傾 斜 面 １ １ 付 近 の 表

層 崩 壊 や 斜 面 崩 壊 の 発 生 を 効 果 的 に 防 ぐ こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 こ の よ う な 盛 土 構 造 は 、 新 設 で あ れ ば 、 盛 土 材 を 積 層 す る 工 程 の 途 中 で 、 逐 次 、 排 水 組

部 ２ と な る 構 成 を 設 け る こ と で 完 成 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 既 設 の 盛 土 １ を 改 修 す る

場 合 も 、 傾 斜 面 １ １ を 幅 方 向 に 連 続 し て 掘 削 す る こ と で 排 水 組 部 ２ を 設 け る こ と が で き る

。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 さ ら に 、 既 設 の 盛 土 １ を 改 修 す る 場 合 は 、 傾 斜 面 １ １ を 盛 土 内 部 に 向 け て 部 分 的 に 掘 削

す る こ と に よ っ て も 、 簡 単 に 排 水 組 部 ２ Ａ と な る 構 成 を 設 け る こ と が で き る 。 傾 斜 面 １ １

に 離 散 的 に 排 水 組 部 ２ Ａ ， ・ ・ ・ が 設 け ら れ る だ け で も 、 盛 土 内 部 の 排 水 を 効 率 的 に 行 う

こ と が で き る よ う に な る の で 、 改 修 工 事 に よ っ て 既 設 の 盛 土 １ に 豪 雨 対 策 を 施 す こ と が で

き る 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 以 上 、 図 面 を 参 照 し て 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 詳 述 し て き た が 、 具 体 的 な 構 成 は 、 こ の

実 施 の 形 態 に 限 ら ず 、 本 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 程 度 の 設 計 的 変 更 は 、 本 発 明 に 含 ま れ る

。

　 例 え ば 、 前 記 実 施 の 形 態 で は 、 礫 材 に よ っ て 形 成 さ れ る キ ャ ピ ラ リ ー バ リ ア 層 ３ （ ３ Ａ

） の 上 層 と し て 細 粒 土 に よ っ て 形 成 さ れ る 保 水 域 ５ （ ５ Ａ ） が 設 け ら れ る 構 成 に つ い て 説

明 し た が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 下 層 と 上 層 と の 間 で 相 対 的 な 透 水 性 の 差 異 が

で き る 構 成 と な っ て い れ ば よ い 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 ま た 、 前 記 実 施 の 形 態 で は 、 排 水 経 路 部 と し て 有 孔 排 水 管 ４ を 例 に 説 明 し た が 、 こ れ に

限 定 さ れ る も の で は な く 、 キ ャ ピ ラ リ ー バ リ ア の 発 現 に 影 響 を 与 え ず に 保 水 さ れ た 水 を 盛

土 外 部 に 排 出 で き る 経 路 と な っ て い れ ば 、 直 方 体 状 や 面 板 状 の フ ィ ル タ ー 材 な ど い ず れ の

形 態 の 排 水 経 路 部 で あ っ て も よ い 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 さ ら に 、 前 記 実 施 の 形 態 で は 、 傾 斜 面 １ １ か ら 盛 土 内 部 に 向 け て 同 一 の 材 料 で キ ャ ピ ラ

リ ー バ リ ア 層 ３ ， ３ Ａ を 形 成 す る 場 合 に つ い て 説 明 し た が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な

い 。 例 え ば 、 図 ７ に 示 す よ う な 排 水 組 部 ２ Ｂ を 設 け る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

　 図 ７ に 示 し た 排 水 組 部 ２ Ｂ は 、 キ ャ ピ ラ リ ー バ リ ア 層 ３ Ｂ が 、 粗 粒 土 に よ っ て 形 成 さ れ

た 粗 粒 土 部 ３ １ と 、 粗 粒 土 よ り 粒 径 が 細 か い 土 粒 子 に よ っ て 形 成 さ れ た 細 粒 土 部 と し て の

盛 土 材 部 ３ ２ に よ っ て 構 成 さ れ る 。

【 ０ ０ ５ ８ 】

　 こ の 粗 粒 土 部 ３ １ と 盛 土 材 部 ３ ２ と は 、 傾 斜 面 １ １ か ら 盛 土 内 部 に 向 け て 交 互 に 配 置 さ

れ る 。 す な わ ち 、 盛 土 内 部 に 向 け て 間 隔 を 置 い て 配 置 さ れ る 粗 粒 土 部 ３ １ ， ３ １ 間 が 、 盛

土 １ を 構 成 す る 盛 土 材 に よ っ て 形 成 さ れ る 盛 土 材 部 ３ ２ に よ っ て 埋 め ら れ る 。 そ し て 、 傾

斜 面 １ １ か ら 盛 土 内 部 に 向 け て 略 水 平 に 延 伸 さ れ た 粗 粒 土 部 ３ １ ， ３ １ と 盛 土 材 部 ３ ２ ，
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３ ２ と の 集 ま り が 、 キ ャ ピ ラ リ ー バ リ ア 層 ３ Ｂ を 形 成 す る こ と に な る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ５ ９ 】

１ 　 　 　 ： 盛 土

１ １ 　 　 ： 傾 斜 面

１ ７ 　 　 ： 掘 削 部

１ ７ １ 　 ： 底 面

２ ， ２ Ａ ： 排 水 組 部

３ ， ３ Ａ ， ３ Ｂ ： キ ャ ピ ラ リ ー バ リ ア 層

３ １ 　 　 ： 粗 粒 土 部

３ ２ 　 　 ： 盛 土 材 部 （ 細 粒 土 部 ）

４ 　 　 　 ： 有 孔 排 水 管 （ 排 水 経 路 部 ）

４ １ 　 　 ： 吐 出 口

５ ， ５ Ａ ： 保 水 域

６ 　 　 　 ： 埋 戻 部

Ｂ １ 　 　 ： 間 隔

Ｂ ３ 　 　 ： 間 隔

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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